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① 河川整備実績・河川事業・計画および問題等の提示を求める 

・ 現地の人の問題提起がぜひ欲しい。 

・ 河川管理者より将来的な整備計画があれば示して頂きたい。 

・ 円山川の理想する姿を提示していただきたい。 

・ この流域委員会は全国で展開されていると聞く。その一部を紹介していただき

たい。 

・ 河川管理者より問題点を積極的に提示していただきたい。「たたき台」がない

まま委員会が進められているように感じる。 

・ 現在の事業の紹介・今後の事業予定・県管理区間との関連等の説明，資料提示

の要望。 

・ 八代水門，排水機場の整備経緯について説明を河川管理者に行っていただきた

い。 

・ 円山川の河川整備の目的，その目標はどこに置かれるかについて委員会として

どのように考えているかを議論していかなければならない。 

・ なぜ氾濫を防ぐ工事作業が出来なかったのか説明が聞きたい。 

・ 危険区域についてどう取り組んでいるのか。 

・ 氾濫のない川づくりのための強力な堤防をつくるには何が必要か。 

・ 専門家の立場から問題点を取り上げて提起していただきたい。 

・ 整備計画案のたたき台を提出してもらいたい。 

・ 国の管理下の地域と県の管理下のものを，一本にして流す点検は当然なされて

いると考えるが資料が報告としてだされているなら紹介してほしい。 

・ 専門家の立場から問題点を取り上げて提起していただきたい。 

②景観・河川環境および河川利用面からのアプローチ  

・ ｢治水の歴史と現状｣｢景観の変遷｣｢棲息魚類の流域における棲み分け｣｢円山川

の水利用｣等，小テーマを設定していただき，現状把握と今後の課題について

整理しながら議論するかたちはとれないものだろうか。 

・ 流域全体について議論できる場であってほしい。 

・ 工事をさける中で被害を少なくする知恵を生み出すことが委員会の最大目標

であるのではないか。 

・ 環境情報マップとして地形図をベースとしたビジュアルな資料を提示してい

ただきたい。 

・ 水害の状況と原因およびその防止軽減法について議論。 

・ 環境変化の状況と原因および保全策について議論。 

・ 人と円山川のかかわりに関する資料を提示していただきたい。 

・ ｢円山川の水のゆくえ｣といった資料をまとめてみてはどうか。 

・ 現状での円山川に関するイベントなどの情報の提示をしてほしい。 

・ 円山川全流域に関して，地域の自然の豊かさを生かしながら地域の生活文化を

継承する方向性を打ち出すことが必要であろう。 
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・ 課題：森林の役割、農業と水、円山川と漁業、日本海沿岸漁業との関わり、円

山川のごみ問題、支流の中小河川でヨシがはびこって水の流れを妨げている、

ヌートリアによる野菜等の食害 

・ 景観，保護 

・ どのような景観を保全すべきか，あるいはどのような景観を積極的に育ててい

くか，基本的な考え方を示すことが重要。 

・ 生野の最上流端と舟による海の入り江を視察できるよう，強く検討を求める。

③部会形式の提案 

・ 特定のテーマを定め，ワークショップを開いてみればどうか。 

・ 部会形式での検討 

・ 委員会とは別に①勉強会の開催(情報共有化の促進)②交流会の開催(委員間の

意思疎通を図るため)等の検討 

・ ブレインストーミング，ワークショップなどを実施してみてはどうか。 

④その他 

・ 流域委員会の役目が十分認識されないまま進められているように感じる。 

・ 委員間の意思疎通が不十分。 

・ 管理者に対する気遣いが必要以上に感じられる。 

・ 視察場所を減らしてでも，下流，上流に足を運び，委員が円山川を広く深く知

ることができるように努力すべきでは。 

・ 各委員の発言が，それぞれの立場から，より活発化することを望む。 

・ 一般の方の関心があまりないと思う。 

・ 上流域の開発が下流域の増水にどの程度影響を及ぼしているか。 

・ 現地視察と平行して委員会として何をするのか論議を積み重ねる手立てが必

要ではないか。 

・ 空想的なイメージまで含めて議論し，それを表現する言葉も探っていくことが

できれば。 

 


